
薬学教育イノベーション創出事業
「産学連携薬学研究教育プログラム」講演会

グローバル企業の医薬品開発販売戦略

～新薬開発とエスタブリッシュ医薬品事業～
日時：平成25年11月27日（水）14時00分～15時30分
場所：22番講義室
講師：松森浩士先生　ファイザー株式会社 取締役執行役員 
エスタブリッシュ医薬品事業アジアパシフィック地域戦略担当バイスプレジデント　
今の医薬品産業がおかれている状況は、歴史に残る大きな変換点にあり、すでにパラダイムシフトが起きていると言っても過言ではない。大型製品中心のビジネスモデルは後継新薬の枯渇化とともに終焉を迎え、後発医薬品が政府の医療費抑制策強化により急成長し、新薬メーカーにとって大きな脅威となっている。このような環境の中でグローバル製薬企業は生き残りをかけて体質変換を図っており、その事業戦略も大きな転換期を迎えている。ファイザーは、新薬開発の進め方を根本から見直す一方で、エスタブリッシュ医薬品というまったく新しい概念で、特許切れの医薬品市場においても収益を上げるビジネスモデルを構築しつつある。そのユニークな取り組みを紹介する。
連絡先：京都大学大学院薬学研究科「薬学オープンイノベーション部門」、担当：木下明日香
Tel: 075-753-9274、e-mail: a-kino@pharm.kyoto-u.ac.jp
